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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造化された液体布地処理組成物であって、
　（Ａ）シリコーンをベースにする１種類以上の陽イオン性布地ケア成分、
　（Ｂ）該組成物の０．１重量％～２０重量％の構造系プレミックスであって、結晶性ヒ
ドロキシ含有構造剤、非イオン性乳化剤、および前記構造系プレミックスの０．５重量％
～１０重量％の陰イオン性乳化剤を含む構造系プレミックス、
　（Ｃ）前記陰イオン性乳化剤のための１種類以上の陽イオン性捕捉剤類、および
　（Ｄ）液体キャリア、
を添加される成分として含み、
　前記陰イオン性乳化剤がＣ１３～１５アルキルベンゼンスルホン酸である、構造化され
た液体布地処理組成物。
【請求項２】
　該シリコーンをベースにする陽イオン性布地ケア成分が、１つ以上のポリシロキサン単
位、および１つ以上の四級窒素単位を含む陽イオン性シリコーンポリマー類、およびこれ
らの混合物からなる群から選択される、請求項１に記載の構造化された液体布地処理組成
物。
【請求項３】
　該シリコーンをベースにする陽イオン性布地ケア成分が、該組成物の０．１重量％～２
０重量％存在する、請求項１または２に記載の構造化された液体布地処理組成物。
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【請求項４】
　前記構造系プレミックスが、該組成物の０．１５重量％～１５重量％存在する、請求項
１～３のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項５】
　前記構造系プレミックスが、該組成物の０．２重量％～５重量％存在する、請求項１～
４のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項６】
　前記陽イオン性捕捉剤が、該組成物の０．１重量％～５０重量％の濃度で存在する、請
求項１～５のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項７】
　前記陽イオン性補足剤が、該組成物の０．１５重量％～２５重量％の濃度で存在する、
請求項１～６のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項８】
　前記陽イオン性補足剤が、該組成物の０．２重量％～１０重量％の濃度で存在する、請
求項１～７のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項９】
　前記液体キャリアが、該組成物の０．１重量％～９８重量％の範囲の濃度で存在する、
請求項１～８のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項１０】
　該陽イオン性シリコーンポリマーが、次式、
【化１】

　（式中、
　－Ｒ１は、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール
、アリール、シクロアルキル、およびこれらの混合物からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ２は、１つ以上の酸素原子を含有してもよい２価の有機部分からなる群から独立に
選択され、
　－Ｘは、開環エポキシド類からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ３は、次式、
－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂ－Ｍ２

　（式中、Ｍ１は２価の炭化水素残基であり、Ｍ２は、Ｈ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～

２２アルケニル、
　Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキシアル
キル、ポリアルキレンオキシド、または（ポリ）アルコキシアルキルである）を有するポ
リエーテル基から独立に選択され、
　－Ｚは、少なくとも１つの四級化された窒素原子を含む１価の有機部分からなる群から
独立に選択され、
　－ａは２～４であり、－ｂは０～１００であり、－ｃは１～１０００であり、－ｄは０
～１００であり、－ｎは陽イオン性シリコーンポリマーと関連する正電荷の数（２以上）
であり、－Ａは１価の陰イオンである）を有する、請求項２～９のいずれか１項に記載の
構造化された液体布地処理組成物。
【請求項１１】
　Ｚが、
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【化２】

　（式中、
　－Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４は同じであるかまたは異なり、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～

２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２

ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル、およびこ
れらの混合物からなる群から選択され、
　－Ｒ１５は、－Ｏ－またはＮＲ１９であり、
　－Ｒ１６は、二価の炭化水素残基であり、
　－Ｒ１７、Ｒ１８、Ｒ１９は同じであるかまたは異なり、Ｈ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ

２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～

２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル、およ
びこれらの混合物からなる群から選択され、および
　－ｅは１～６である）からなる群から独立に選択される、請求項１０に記載の構造化さ
れた液体布地処理組成物。
【請求項１２】
　該陽イオン性シリコーンポリマーが、
　（ｉ）次式のポリシロキサン
【化３】

　および
　（ｉｉ）少なくとも２つの四級化された窒素原子を含む２価の有機部分、
　（式中、
　－Ｒ１は、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール
、アリール、シクロアルキル、およびこれらの混合物からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ２は、１つ以上の酸素原子を含有してもよい２価の有機部分からなる群から独立に
選択され、
　－Ｘは、開環エポキシド類からなる群から独立に選択され、
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－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂ－Ｍ２

　（式中、Ｍ１は２価の炭化水素残基であり、Ｍ２はＨ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２

２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒ
ドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、または（ポリ）アルコキシアルキルである
）を有するポリエーテル基から独立に選択され、
　－ａは２～４であり、－ｂは０～１００であり、－ｃは１～１０００であり、－ｄは０
～１００である）の交互単位から構成される、請求項２～９のいずれか１項に記載の構造
化された液体布地処理組成物。
【請求項１３】
　該陽イオン性シリコーンポリマーが、
　（ｉ）次式のポリシロキサン、
【化４】

および
　（ｉｉ）以下からなる群から選択される２価の陽イオン性有機部分、

【化５】

の交互単位から構成される、請求項２～９のいずれか１項に記載の構造化された液体布地
処理組成物。
【請求項１４】
　該交互単位中に、
　（ｉｉｉ）次式のポリアルキレンオキシド、
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【化６】

　をさらに含む、請求項１３に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項１５】
　該交互単位中に、
　（ｉｖ）以下からなる群から選択され、末端基として使用される１価の陽イオン性有機
部分、

【化７】

　（式中、
　－Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１は同じであるかまたは異なり
、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール
、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）
アルコキシアルキル、およびこれらの混合物からなる群から選択されるか、またはそれら
の中でＲ４とＲ６、もしくは、Ｒ５とＲ７、もしくは、Ｒ８とＲ１０、もしくは、Ｒ９と
Ｒ１１は架橋アルキレン基の成分であってよく、
　－Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４は同じであるかまたは異なり、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～

２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリア
ルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル基、およびこれらの混合物からなる群か
ら選択され、および
　－Ｒ１５は、－Ｏ－または－ＮＲ１９であり、
　－Ｒ１６およびＭ１は、同じまたは異なる２価の炭化水素残基であり、
　－Ｒ１７、Ｒ１８、Ｒ１９は同じであるかまたは異なり、Ｈ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ

２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル石鹸１～

２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル、およ
びこれらの混合物からなる群から選択され、および
　－Ｚ１およびＺ２は、炭素数が少なくとも２であり、
　－Ｙは、二級アミンまたは三級アミンであり、
　－ａは２～４であり、－ｂは０～１００であり、－ｃは１～１０００であり、－ｄは０
～１００であり、－ｅは１～６であり、－ｍは２価の陽イオン性有機部分と関連する正電
荷の数（２以上）であり、－Ａは陰イオンである）をさらに含む、請求項１３または１４
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【請求項１６】
　該陽イオン性シリコーンポリマーが、次式、
【化８】

　（式中、
　－Ｒ１は、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール
、アリール、シクロアルキル、およびこれらの混合物からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ２は、１つ以上の酸素原子を含有してもよい２価の有機部分からなる群から独立に
選択され、
　－Ｘは、開環エポキシド類からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ３は、式、
－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂ－Ｍ２

　（式中、Ｍ１は２価の炭化水素残基であり、Ｍ２は、Ｈ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～

２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２

ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、または（ポリ）アルコキシアルキルであ
る）を有するポリエーテル基から独立に選択され、
　－Ｘは、開環エポキシド類からなる群から独立に選択され、
　－Ｗは、少なくとも１つの四級化された窒素原子を含む２価の有機部分からなる群から
独立に選択され、
　－ａは２～４であり、－ｂは０～１００であり、－ｃは１～１０００であり、－ｄは０
～１００であり、－ｎは陽イオン性シリコーンポリマーと関連する正電荷の数（１以上）
であり、－Ａは１価の陰イオン、換言すれば好適な対イオンである）を有する、請求項２
～９のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項１７】
　Ｗが、
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　（式中、－Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、－Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、－Ｒ１０、Ｒ１１は同じまたは異
なり、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリ
ール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポ
リ）アルコキシアルキル、およびこれらの混合物からなる群から選択されるか、またはそ
れらの中でＲ４とＲ６、または、Ｒ５とＲ７、または、Ｒ８とＲ１０、または、Ｒ９とＲ
１１は架橋アルキレン基の成分であってもよく、
　－Ｚ１およびＺ２は、炭素数が少なくとも２である）からなる群から独立に選択される
、請求項１６に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項１８】
　該陽イオン性捕捉剤が、次式、
　（１）Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋Ｘ－

　（２）

【化１０】

　（３）
【化１１】

　（４）
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【化１２】

　（５）および、これらの混合物、
　（式中、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１６アルキルであり、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独
立に、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル、ベンジル、および－（Ｃ２

Ｈ４Ｏ）ｘＨ（ｘは２～５である）であり、Ｑは、次式、
【化１３】

を有するカルボニル単位であり、Ｒ５は、独立に、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ

６ヒドロキシアルキル、およびこれらの混合物であり、各Ｒ６は、独立に、直鎖または分
枝鎖のＣ１１～Ｃ２２アルキル、直鎖または分枝鎖のＣ１１～Ｃ２２アルケニル、および
これらの混合物であり、Ｒ７は、水素、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアル
キル、およびこれらの混合物であり、指数ｍは１～４であり、指数ｎは１～４であり、Ｒ
８は、非環式脂肪族Ｃ８～Ｃ２２炭化水素基であり、Ｒ９は、Ｃ１～Ｃ４飽和アルキルま
たはヒドロアルキル基であり、Ｒ１０は、Ｒ８基およびＲ９基からなる群から選択され、
Ｘは、相容性のある陰イオンである）を有する化合物から選択される、請求項１～１７の
いずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項１９】
　該構造系成分中で該非イオン性乳化剤と該陰イオン性乳化剤との重量比が１００：１～
１：１である、請求項１～１８のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物
。
【請求項２０】
　該陽イオン性捕捉剤と該陰イオン性乳化剤との重量比が１００：１～１：１である、請
求項１～１９のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項２１】
　該液体キャリアが、水、１種類以上の有機溶媒類、およびこれらの混合物からなる群か
ら選択される、請求項１～２０のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物
。
【請求項２２】
　非イオン性界面活性剤類および／または双極性イオン界面活性剤類および／または両性
界面活性剤類、ビルダー類、香料類、抑泡剤類、酵素類、カップリング剤類、キレート化
剤類、およびこれらの混合物からなる群から選択される１つ以上の成分を更に含む、請求
項１～２１のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物。
【請求項２３】
　布地基材に布地クリーニング効果、ならびに／または、皺の低減および／または防止、
および／または布地手触りを付与する効果、および／または形状保持効果、および／また
は形状回復および／または弾性、および／またはアイロンかけを容易にする効果、および
／または香料効果、および／または布地柔軟化効果、および／または色効果からなる群か
ら選択される少なくとも１つ以上の布地ケア効果を付与するための、請求項１～２２のい
ずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物の使用法。
【請求項２４】
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　請求項１～２２のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物を使用し、前
記構造化された液体布地処理組成物を前記布地と接触させることにより布地を処理する方
法。
【請求項２５】
　請求項１～２２のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物を調製する方
法であって、
　（ｉ）該布地ケア成分を該液体キャリアと、予め混合する工程、
　（ｉｉ）該構造系を予め混合する工程、および
　（ｉｉｉ）全てのプレミックスを合わせる工程、
　を含み、但し、該陽イオン性捕捉剤が該布地ケアプレミックスに添加される、方法。
【請求項２６】
　請求項１～２２のいずれか１項に記載の構造化された液体布地処理組成物を調製する方
法であって、
　（ｉ）該布地ケア成分を該液体キャリアと、予め混合する工程、
　（ｉｉ）該構造系を予め混合する工程、
　（ｉｉｉ）他の全ての成分の混合物を該陽イオン性捕捉剤の存在下で調製する工程、お
よび
　（ｉＶ）全てのプレミックスを合わせる工程、
　を含み、但し、該陽イオン性捕捉剤が該布地ケアプレミックスもしくは他の成分混合物
のいずれか、またはこれらの組み合わせに添加される、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、構造化された液体布地処理組成物類に関する。本発明は、また、このような
構造化された液体布地処理組成物類を用いて布地処理される布地類を処理し、それによっ
て、改善された布地ケアを提供する方法に関する。本発明は、更に、このような布地処理
組成物類を調製する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　消費者は、布地類を洗濯する時布地のクリーニングが卓越していることを求めるだけで
はなく、優れた布地ケア効果が付与されることも求めている。そのような求められる布地
ケア効果は、優れた衣類外観；布地の手触りなどの卓越した触感特性；布地の柔軟性；衣
類の折り皺（creases）又は皺の低減、除去又は防止；変色防止（color care）；アイロ
ンかけが非常に容易になること；衣類の形状保持及び／又は形状回復；及び布地弾性のう
ち１つ以上によって例示できる。洗濯作業中に布地ケア効果を提供できる組成物類は、例
えば、リンス剤が添加された布地柔軟化組成物類の形態が知られている。クリーニング効
果と布地ケア効果（例えば、布地柔軟化効果）の両方を同時に提供できる組成物は、例え
ば、「ツー・イン・ワン（2-in-1）」組成物類、及び／又は「洗浄中に柔軟化させる」組
成物類の形態でも知られている。
【０００３】
　洗濯作業に使用する布地処理組成物類は、長年知られている。それらは、固体の形態（
例えば、顆粒類の形態、圧縮錠類の形態）で、及び液体の形態で（例えば、液体組成物類
として）入手可能である。現在流通している液体布地処理組成物類は、典型的には陽イオ
ン性化合物である布地ケア成分を含む。更に典型的には、陽イオン性布地ケア成分は、１
つ以上のポリシロキサン単位と１つ以上の四級窒素単位とを含む陽イオン性シリコーンポ
リマーである。ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０２／１８５２８（Ｐ＆Ｇ、２００２年３月７日
公開）は、陽イオン性シリコーン布地ケア成分と非イオン性界面活性剤とを含む布地ケア
組成物類を記載している。
【０００４】
　シリコーンをベースにする前述の四級窒素材料類などの陽イオン性布地ケア材料類は、
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一般に、液体布地処理組成物類に不溶性である。従って、それらは一般に、このような液
体製品類中にエマルション類又は分散体類の形態で見出される。そのため、これらの液体
組成物類は、布地ケア剤の他に、乳化された構造剤を含む構造系を含有することが多い。
このような構造系は、液体布地処理組成物類内で陽イオン性布地ケア材料類を安定化させ
、このような液体組成物類に好適なレオロジー特性を付与するのに役立つ。
【０００５】
　典型的には結晶を形成する乳化された安定剤の形態である液体布地ケア組成物類のため
の構造系は、プレミックスとして調製された後、陽イオン性布地ケア成分を含有する液体
製品類に添加されることが多い。このような乳化された構造剤プレミックス類を調製する
際、一般に、乳化された構造系と一緒に合わせられる布地ケア組成物類中の陽イオン性布
地ケア材料類と非相容性である乳化剤類を使用しないように注意が払われる。従って、こ
のような構造系は、一般に、構造剤と、非イオン性乳化剤類及び／又は両性乳化剤類との
混合物を含む。
【０００６】
　陽イオン性布地ケア組成物類のための構造系に少量の陰イオン性乳化剤類を添加すると
、とりわけ望ましい安定性とレオロジーを有する構造化された液体布地ケア組成物類を提
供する構造系の能力を大きく向上できることが分かった。しかし、また、シリコーンをベ
ースにする陽イオン性活性物質の布地ケア性能は、非常に低濃度の陰イオン性乳化剤しか
含有しない構造系を添加しても劇的に低下することも分かった。理論によって束縛される
ものではないが、布地ケア性能の低下は、陰イオン性乳化剤と陽イオン性布地ケア成分と
の相互作用のため、例えば、構造系の陰イオン性乳化剤と陽イオン性布地ケア成分のイオ
ン－イオン対形成によって起こると考えられる。
【０００７】
　本発明は、このような技術的な問題に対処し、この問題を克服する解決法を提供する。
従って、本発明の目的は、良好な乳化、構造化、及び粘度に関して改善された安定性とレ
オロジーを示す布地ケア組成物類を提供し、ますます優れた布地ケアを提供することであ
る。
【０００８】
　驚くべきことに、構造系の陰イオン性乳化剤のための陽イオン性捕捉剤を本明細書の組
成物類に添加すると、前述の問題が解決されることが分かった。理論によって制限されな
いが、陽イオン性捕捉剤を添加することによって、構造系の陰イオン性乳化剤と、シリコ
ーンをベースにする陽イオン性布地ケア成分との相互作用が防止されると考えられる。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、とりわけ望ましい安定性とレオロジー特性を有し、処理される布地に優れた
布地ケア効果を付与する構造化された液体布地処理組成物類に関する。このような組成物
類は、添加される成分として、シリコーンをベースにする１種類以上の陽イオン性布地ケ
ア成分、多成分の構造系、陽イオン性捕捉剤、及び液体キャリアを含む。シリコーンをベ
ースにする陽イオン性布地ケア成分は、好ましくは、１つ以上のポリシロキサン単位と１
つ以上の四級窒素部分とを含む１種類以上の陽イオン性シリコーンポリマー類からなる群
から選択される。
【００１０】
　構造系は、好ましくは結晶性ヒドロキシル含有構造剤である構造剤と、乳化剤類の混合
物とを含む。構造系の乳化剤類は、少なくとも１種類の非イオン性乳化剤と、少なくとも
１種類の陰イオン性乳化剤とを含む。
【００１１】
　陽イオン性捕捉剤は、本明細書の組成物類の調製中の適切な時点で、構造系の陰イオン
性乳化剤と反応できるものである。陽イオン性捕捉剤は、好ましくは、四級アンモニウム
塩である。
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【００１２】
　本発明は、更に、布地基材に布地ケア効果を付与する本発明の構造化された液体布地処
理組成物類の使用に関する。これは、好ましくは、処理が必要な基材を本明細書の本発明
の組成物と接触させることによって行われる。好ましくは、このような接触は、このよう
な布地処理組成物の水溶液又は水性分散体中で実施される。
【００１３】
　本発明は、また、このような組成物類を調製する方法にも関する。このような方法は、
幾種類かのプレミックス類を調製した後、それらを合わせて最終組成物を形成することを
含む。このようなプレミックスの１つは、シリコーンをベースにする陽イオン性布地ケア
成分、及び液体キャリア、及び所望により陽イオン性捕捉剤を含む。別のこのようなプレ
ミックスは、構造系を含む。他の全ての組成物成分の混合物を含有する更に別のプレミッ
クスが所望により調製されてもよい。陽イオン性捕捉剤は布地ケア成分プレミックス又は
任意成分プレミックスに添加されてもよい。
【００１４】
　本発明は、また、広範囲の形態及び種類の製品類を含む。本発明の目的、特徴、及び利
点は、以下の詳細な説明、実施例、及び添付の特許請求の範囲から更に裏付けられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　定義：本明細書で使用する時、「基材」の用語は、本発明の組成物との接触によって本
明細書に記載の１つ以上の布地ケア効果を付与される基材、とりわけ布地又は衣類を意味
する。
【００１６】
　Ａ：シリコーンをベースにする陽イオン性布地ケア成分　－　本発明の組成物類の添加
される成分として必須の要素の１つは、シリコーンをベースにする陽イオン性布地ケア成
分である。この成分の好適な濃度は、組成物の０．１重量％～２０重量％、好ましくは０
．１５重量％～１０重量％、更に好ましくは０．２重量％～２．５重量％の範囲である。
【００１７】
　原則として、シリコーンをベースにするいずれかの陽イオン性布地ケア成分を使用でき
る。しかし、シリコーンをベースにする一定の陽イオン性布地ケア成分が好ましい。
【００１８】
　本組成物類に使用するのに選択されるのが好ましい陽イオン性シリコーンポリマーは、
１つ以上のポリシロキサン単位、好ましくは、式－｛（ＣＨ３）２ＳｉＯ｝ｎ－を有し、
重合度ｎが５０～２００のポリジメチルシロキサン単位と、少なくとも１つのジ四級単位
を含む有機ケイ素非含有単位とを含む。本発明の好ましい実施形態において、選択される
陽イオン性シリコーンポリマーは、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－１，６－ヘキサ
ンジアンモニウム単位から選択される前記有機ケイ素非含有単位を０．５０～１．０重量
分率、有する。
【００１９】
　選択される陽イオン性シリコーンポリマーは、－ＮＨＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（ＡＯ）

ａＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＮＨ－単位（式中、ＡＯはエチレンオキシ、プロピレンオキシ、
ブチレンオキシ、及びこれらの混合物を表し、ａは５～７０である）を有機ケイ素非含有
単位の合計の０．０～０．２０重量分率、幾つかの実施形態では非ゼロ量、含有すること
もできる。
【００２０】
　選択された陽イオン性シリコーンポリマーは、－ＮＲ３＋（式中、Ｒはアルキル、ヒド
ロキシアルキル、又はフェニルである）を有機ケイ素非含有単位の合計の０．０重量分率
、特定の実施形態においては０でない量～０．２０重量分率、含有することもできる。こ
れらの単位はエンドキャップとして考えられ得る。
【００２１】
　更に、選択される陽イオン性シリコーンポリマーは、四級部分の電荷の均衡を取るため
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、無機及び有機陰イオンから選択される、更に好ましくは飽和及び不飽和のＣ１～Ｃ２０

カルボキシレート及びこれらの混合物から選択される陰イオンを概ね含有する、すなわち
、陽イオン性シリコーンポリマーは四級部分の電荷の均衡を取る割合でこのような陰イオ
ンを含む。
【００２２】
　概念的に、本明細書の選択される陽イオン性シリコーンポリマー類は、布地持続性でな
い（non-fabric-substantive）が表面エネルギーを変化させる、ポリシロキサン単位で構
成された「ループ（loops）」及び布地持続性（fabric-substantive）の「フック（hooks
）」を含む非架橋又は「直鎖」ブロックコポリマー類として考えるのが便利である。選択
される陽イオン性ポリマー類の１つの好ましい部類（以下で構造式１と表される）は、１
つのループと２つのフックを含むものとして考えられ；別の極めて好ましいものは、２つ
以上、好ましくは３つ以上の「ループ」、及び２つ以上、好ましくは３つ以上の「フック
」を含み（以下で構造式２ａ及び２ｂと表される）、更に別のもの（以下で構造式３と表
される）は、１つの「フック」からペンダント状になっている２つの「ループ」を含む。
【００２３】
　陽イオン性シリコーンポリマー類を本発明で選択する際に特に重要なことは、「フック
」がケイ素を含有せず、各「フック」が少なくとも２つの四級窒素原子を含むことである
。
【００２４】
　また、好ましい陽イオン性シリコーンポリマー類を本発明で選択する際に重要なことは
、四級窒素が「直鎖」ポリマーの「主鎖」に優先的に位置していることであり、これは「
主鎖」からの「ペンダント」又は「垂下」構造を形成する１つの部分又は複数の部分に組
み入れられている代替のあまり好ましくない構造とは対照的である。
【００２５】
　この構造は、電荷を有していない可能性がある末端部分によって完成されているか、又
は電荷を有する場合には、－ＮＲ３＋部分（式中、Ｒはアルキルである）におけるように
四級窒素原子を１つだけ含むことができる末端部分によって完成されている。更に特定の
割合の非四級シリコーン非含有部分、例えば、上記の－ＮＨＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ａ
Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＮＨ－部分が存在し得る。
【００２６】
　勿論、表される概念的なモデルは、他の部分（例えば、結合（connector）部分）を限
定することを意図するものではなく、他の部分は、布地効果剤類として意図される機能を
実質的に妨害しなければ、選択される陽イオン性シリコーンポリマー類中に存在できる。
【００２７】
　より詳細には、本明細書の好ましい陽イオン性シリコーンポリマー類は、１つ以上のポ
リシロキサン単位と１つ以上の四級窒素部分とを有し、これには陽イオン性シリコーンポ
リマーが、次式（構造式１）を有するポリマーが挙げられる。
【化１】

　（式中、
　－Ｒ１は、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール
、アリール、シクロアルキル、及びこれらの混合物からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ２は、１つ以上の酸素原子を含有していてもよい２価の有機部分（このような部分
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は、好ましくはＣ及びＨ、又は、Ｃ、Ｈ及びＯから本質的になる）からなる群から独立に
選択され、
　－Ｘは、開環エポキシド類からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ３は、次式
－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂ－Ｍ２

　ここで式中、Ｍ１は２価の炭化水素残基であり、Ｍ２はＨ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２

～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２

２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド又は（ポリ）アルコキシアルキルである
）を有するポリエーテル基から独立に選択され、
　－Ｚは、少なくとも１つの四級化された窒素原子を含む１価の有機部分からなる群から
独立に選択され、
　－ａは２～４であり；－ｂは０～１００であり；－ｃは１～１０００、好ましくは２０
より大きく、更に好ましくは３０より大きく、更により好ましくは５０より大きく、好ま
しくは５００未満、更に好ましくは３００未満、更により好ましくは２００未満、最も好
ましくは約７０～約１００であり、－ｄは０～１００であり；－ｎは陽イオン性シリコー
ンポリマーと関連する正電荷の数（２以上）であり；－Ａは１価の陰イオンである。
【００２８】
　構造式１の陽イオン性シリコーンポリマー類の好ましい実施形態では、Ｚは以下からな
る群から独立に選択される。
【化２】

【００２９】
　ここで式中、
　－Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４は同一であるか又は異なり、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２

２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒ
ドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル、及びこれら
の混合物からなる群から選択され、
　－Ｒ１５は－Ｏ－又はＮＲ１９であり、
　－Ｒ１６は２価の炭化水素残基であり、
　－Ｒ１７、Ｒ１８、Ｒ１９は同一であるか又は異なり、Ｈ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２

～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２

２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル、及びこ
れらの混合物からなる群から選択され、
　－ｅは１～６である。
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　非常に好ましい実施形態では、本明細書の陽イオン性シリコーンポリマー類は、１つ以
上のポリシロキサン単位と１つ以上の四級窒素部分とを有し、これには陽イオン性シリコ
ーンポリマーが、次式（構造式２ａ）を有するポリマー類が挙げられる：
　構造式２ａ：以下の（ｉ）～（ｉｖ）の交互単位から構成される陽イオン性シリコーン
ポリマー：
　（ｉ）次式のポリシロキサン
【化３】

及び
　（ｉｉ）少なくとも２つの四級化された窒素原子を含む２価の有機部分。
【００３１】
　構造式２ａは、記載される式のポリシロキサンと２価の有機部分の両方の交互組み合わ
せを含み、この２価の有機部分は、前述の好ましい「フック」に対応する有機ケイ素非含
有部分であることに留意されたい。
【００３２】
　この好ましい陽イオン性シリコーンポリマーでは、
　－Ｒ１は、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール
、アリール、シクロアルキル、及びこれらの混合物からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ２は、１つ以上の酸素原子を含有してよい２価の有機部分からなる群から独立に選
択され、
　－Ｘは、開環エポキシド類からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ３は、次式
－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂＣＭ２

　（式中、Ｍ１は２価の炭化水素残基であり、Ｍ２はＨ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２

２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒ
ドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、又は（ポリ）アルコキシアルキルである）
を有するポリエーテル基から独立に選択され、
　－ａは２～４であり；－ｂは０～１００であり；－ｃは１～１０００、好ましくは２０
より大きく、更に好ましくは３０より大きく、更により好ましくは５０より大きく、好ま
しくは５００未満、更に好ましくは３００未満、更により好ましくは２００未満、最も好
ましくは約７０～約１００であり；－ｄは０～１００である。
【００３３】
　構造式２ａの陽イオン性シリコーンポリマーの、更により非常に好ましい実施形態では
、陽イオン性シリコーンポリマーは、次式、構造式２ｂを有し、構造式２ｂでは、構造式
２ａとして前述される式のポリシロキサンが、以下からなる群から選択される２価の陽イ
オン性有機部分を有する。
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【化４】

【００３４】
　（ｉｉｉ）所望により、次式のポリアルキレンオキシド。
【化５】

及び
　（ｉｖ）所望により、末端基として使用され、以下からなる群から選択される１価の陽
イオン性有機部分。

【化６】

【００３５】
　ここで式中、
　－Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１は、同じであるか又は異なり
、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール
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、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）
アルコキシアルキル、及びこれらの混合物からなる群から選択されるか、又はそれらの中
でＲ４とＲ６、若しくは、Ｒ５とＲ７、若しくは、Ｒ８とＲ１０、若しくは、Ｒ９とＲ１

１は架橋アルキレン基の成分であってよく、
　－Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４は同じであるか又は異なり、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２

２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアル
キレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル基、及びこれらの混合物からなる群から選
択され、及び
　－Ｒ１５は、－Ｏ－又はＮＲ１９であり、
　－Ｒ１６及びＭ１は、同じ又は異なる２価の炭化水素残基であり、
　－Ｒ１７、Ｒ１８、Ｒ１９は同じであるか又は異なり、Ｈ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２

～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２

２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル、及びこ
れらの混合物からなる群から選択され、及び
　－Ｚ１及びＺ２は、炭素数が少なくとも２であり、所望によりヒドロキシ基を含有する
同じ又は異なる２価の炭化水素基であり、１つ又は幾つかのエーテル基、エステル基又は
アミド基によって中断されていてもよく、
　－Ｙは、二級又は三級アミンであり、
　－ａは２～４であり、－ｂは０～１００であり、－ｃは１～１０００、好ましくは２０
より大きく、更に好ましくは３０より大きく、更により好ましくは５０より大きく、好ま
しくは５００未満、更に好ましくは３００未満、更により好ましくは２００未満、最も好
ましくは７０～１００であり、－ｄは０～１００であり、－ｅは１～６であり、－ｍは２
価の陽イオン性有機部分と関連する正電荷の数（２以上）であり、－Ａは陰イオンである
。
【００３６】
　構造式２ｂは、記載される式のポリシロキサンと２価の有機部分の両方の交互組み合わ
せを含み、この２価の有機部分は、前記に概要を記載する好ましい「フック」に対応する
有機ケイ素非含有部分であることに留意されたい。更に、構造式２ｂは、任意のポリアル
キレンオキシ部分及び／又は末端基部分が存在する実施形態、又は存在しない実施形態の
いずれかを含む。
【００３７】
　更に別の実施形態では、本明細書の陽イオン性シリコーンポリマー類は、１つ以上のポ
リシロキサン単位と１つ以上の四級窒素部分とを有し、これには陽イオン性シリコーンポ
リマーが、次式（構造式３）を有するポリマーが挙げられる。
【化７】

【００３８】
　式中、
　－Ｒ１は、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール
、アリール、シクロアルキル、及びこれらの混合物からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ２は、１つ以上の酸素原子を含有していてもよい２価の有機部分からなる群から独
立に選択され、
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　－Ｘは、開環エポキシド類からなる群から独立に選択され、
　－Ｒ３は、次式、
－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂ－Ｍ２

　（式中、Ｍ１は２価の炭化水素残基であり、Ｍ２はＨ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２

２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒ
ドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド又は（ポリ）アルコキシアルキルである）を
有するポリエーテル基から独立に選択され、
　－Ｘは、開環エポキシド類からなる群から独立に選択され、
　－Ｗは、少なくとも１つの四級化された窒素原子を含む２価の有機部分からなる群から
独立に選択され、
　－ａは２～４であり；－ｂは０～１００であり；－ｃは１～１０００、好ましくは２０
より大きく、更に好ましくは３０より大きく、更により好ましくは５０より大きく、好ま
しくは５００未満、更に好ましくは３００未満、更により好ましくは２００未満、最も好
ましくは約７０～約１００であり、－ｄは０～１００であり；－ｎ及びｍは陽イオン性シ
リコーンポリマーと関連する正電荷の数（１以上）であり、；－Ａは１価の陰イオン、換
言すれば好適な対イオンである。
【００３９】
　構造式３の好ましい陽イオン性シリコーンポリマー類では、Ｗは、以下からなる群から
選択される。
【化８】

【００４０】
　ここに－Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１は同一であるか又は異
なり、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリ
ール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポ
リ）アルコキシアルキル、及びこれらの混合物からなる群から選択されるか、又はそれら
の中で、Ｒ４とＲ６、若しくは、Ｒ５とＲ７、若しくは、Ｒ８とＲ１０、若しくは、Ｒ９

とＲ１１は架橋アルキレン基の成分であってもよく、並びに
　－Ｚ１及びＺ２は、炭素数が少なくとも２であり、所望によりヒドロキシル基を含有す
る同じ又は異なる２価の炭化水素基であり、１つ又は幾つかのエーテル基、エステル基又
はアミド基によって中断されていてもよい。
【００４１】
　本発明で使用するのに好適な好ましい陽イオン性シリコーンポリマー類も開示している
次の特許及び特許出願を参照されたい：ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０２／０６４０３、同Ｗ
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同ＷＯ０２／１０２５９、及び同ＷＯ０２／１０２５６。
【００４２】
　前記材料の混合物は、どのような割合でも使用できる。
【００４３】
　Ｂ：構造系　－　本組成物類は、添加される別の必須成分として、構造剤、非イオン性
乳化剤、及び陰イオン性乳化剤を含む構造系を更に含む。構成系は、組成物の０．１重量
％～２０重量％、好ましくは０．１５重量％～１５重量％、更に好ましくは０．２重量％
～５重量％存在する。非イオン性乳化剤と陰イオン性乳化剤との重量比は、好ましくは１
００：１～１：１、更に好ましくは１０：１～１．５：１、更により好ましくは８：１～
２：１である。
【００４４】
　構造剤：この成分の好適な濃度は、構造系の０．１重量％～９０重量％、好ましくは０
．２重量％～５０重量％、更により好ましくは０．５重量％～１０重量％の範囲である。
構造剤は、本明細書の布地ケア組成物類を安定化させ、本明細書の布地ケア組成物類が凝
集する及び／又はクリーム状になることを防止するのに役立つ。
【００４５】
　好ましくは、構造剤は結晶性ヒドロキシル含有構造剤であり、更により好ましくはトリ
ヒドロキシステアリン、水素添加油又はこれらの変更形態である。
【００４６】
　理論によって限定されることを意図しないが、結晶性ヒドロキシル含有安定剤は、「糸
状の構造系」を形成する試薬の非限定例である。本明細書で使用する時、「糸状の構造系
」は、それらと一緒に合わせられる材料が合体する及び／又は相分離する傾向を低減させ
る化学的網目構造を提供できる１種類以上の試薬を含む系を意味する。その１つ以上の試
薬の例には、結晶性ヒドロキシル含有安定剤及び／又は硬化ホホバが挙げられる。理論に
束縛されるものではないが、糸状構造系は、マトリックスの冷却持に繊維状の、又はもつ
れた糸状の網目構造をその場で形成すると考えられている。糸状構造系は、１．５：１、
好ましくは少なくとも１０：１～２００：１の平均アスペクト比を有する。
【００４７】
　標準的なボトルから組成物を注ぐことを可能にする、中程度の剪断範囲（５ｓ－１～５
０ｓ－１）における粘度が０．００２ｍ２／ｓ（２０００ｃＳｔ）以下となるように糸状
の構造系を作ることができるが、０．１ｓ－１における製品の低剪断粘度は、少なくとも
０．００２ｍ２／ｓ（２０００ｃＳｔ）とすることができ、更に好ましくは０．０２ｍ２

／ｓ（２０，０００ｃＳｔ）より大きくすることができる。糸状構造系の調製方法は、Ｐ
ＣＴ国際公開特許ＷＯ０２／１８５２８に開示されている。
【００４８】
　結晶性ヒドロキシル含有安定剤は、脂肪酸、脂肪エステル、又は脂肪石鹸水不溶性ワッ
クス様物質とすることができる。
【００４９】
　本発明による結晶性ヒドロキシル含有安定剤は、好ましくはヒマシ油の誘導体、とりわ
け硬化ヒマシ油誘導体である。例えば、ヒマシワックスである。
【００５０】
　結晶性ヒドロキシル含有試剤は、典型的には、以下からなる群から選択される。
【００５１】
　ｉ）
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【化９】

　（式中、Ｒ１は－Ｃ（Ｏ）Ｒ４であり、Ｒ２はＲ１又はＨであり、Ｒ３はＲ１又はＨで
あり、Ｒ４は独立に、少なくとも１つのヒドロキシル基を含むＣ１０～Ｃ２２アルキル又
はアルケニルである）
　ｉｉ）
【化１０】

　（式中、
【化１１】

　Ｒ４は前記ｉ）に定義される通りであり、
　ＭはＮａ＋、Ｋ＋、Ｍｇ＋＋又はＡｌ３＋、又はＨである）、及び
　ｉｉｉ）これらの混合物。
【００５２】
　或いは、結晶性ヒドロキシル含有安定剤は、次式を有してもよい。

【化１２】

【００５３】
　式中、
　（ｘ＋ａ）は１１～１７であり、（ｙ＋ｂ）は１１～１７であり、及び
　（ｚ＋ｃ）は１１～１７である。好ましくは、上式中、ｘ＝ｙ＝ｚ＝１０、及び／又は
ａ＝ｂ＝ｃ＝５である。
【００５４】
　市販の結晶性ヒドロキシル含有安定剤類には、レオックス社（Rheox,Inc）製のＴＨＩ
ＸＣＩＮ（登録商標）が挙げられる。
【００５５】
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　非イオン性乳化剤：本発明の構造系は非イオン性乳化剤を含まなければならない。この
成分は、概ね、構造系の５重量％～９０重量％、好ましくは７重量％～５０重量％、更に
好ましくは１０重量％～２０重量％の範囲の濃度で存在する。
【００５６】
　本質的に、どのような非イオン性乳化剤も概ね使用することができる。好ましいものは
、アルコキシル化非イオン性乳化剤であり、好適には炭素、水素、及び酸素だけを含有す
るものが本組成物類中に含まれるが、アミド官能性及び他のヘテロ原子官能性の種類のも
のも概ね使用できる。エトキシル化、プロポキシル化、ブトキシル化、又は混合アルコキ
シル化（例えば、エトキシル化／プロポキシル化）されている脂肪族又は芳香族ヒドロカ
ルビル鎖非イオン性乳化剤類が更に好ましい。好適なヒドロカルビル部分は、炭素数６～
２２とすることができ、直鎖、分枝鎖、脂環式又は芳香族とすることができ、非イオン性
乳化剤は一級又は二級アルコールから誘導することができる。
【００５７】
　好ましいアルコキシル化乳化剤類は、エトキシル化、及びエトキシル化／プロポキシル
化又はプロポキシル化／エトキシル化されている、直鎖又は低分枝の１価脂肪族アルコー
ル類の非イオン性縮合体の部類から選択することができ、これらは天然又は合成とするこ
とができる。また、ノニルフェニルエトキシレート類などのアルキルフェニルアルコキシ
レート類も好適に使用することができる。
【００５８】
　非イオン性乳化剤類としてとりわけ好適なものは、一級脂肪族アルコール類と、Ｃ２～
Ｃ３アルキレンオキシド１～７５モル、更に好適には１～１５モル、好ましくは１～１１
モルとの縮合生成物類である。特に好ましいのは、炭素数８～２０のアルキル基を有する
アルコール類と、アルコール１モル当り２～９モル、特に３又は５モルのエチレンオキシ
ドとの縮合生成物類である。
【００５９】
　ヘテロ原子として窒素を含有する好適な非イオン性乳化剤類には、構造式、Ｒ１ＣＯＮ
Ｒ２Ｚ（式中、Ｒ１は、Ｃ５～Ｃ３１ヒドロカルビル、好ましくは直鎖Ｃ７～Ｃ１９アル
キル又はアルケニル、更に好ましくは直鎖Ｃ１１～Ｃ１７アルキル又はアルケニル、又は
これらの混合物であり；Ｒ２はＨ、Ｃ１～１８、好ましくはＣ１～Ｃ４ヒドロカルビル、
２－ヒドロキシエチル、２－ヒドロキシプロピル、エトキシ、プロポキシ、又はこれらの
混合物、好ましくはＣ１～Ｃ４アルキル、更に好ましくはメチルであり；Ｚは、少なくと
も３つのヒドロキシルが鎖に直接結合している直鎖ヒドロカルビル鎖を有するポリヒドロ
キシヒドロカルビル、又はそのアルコキシル化（好ましくはエトキシル化又はプロポキシ
ル化）誘導体である）を有するポリヒドロキシ脂肪酸アミド類が挙げられる。Ｚは、好ま
しくは、グルコースなどの還元糖から誘導され、対応する好ましい化合物はＣ１１～Ｃ１

７アルキルＮ－メチルグルカミドである。
【００６０】
　本明細書で有用な他の非イオン性乳化剤類には、１つ以上の－ＯＨ部分が－ＯＲ（式中
、Ｒは典型的にはＣ１～Ｃ３アルキルなどの低級アルキル）で置換されている、いわゆる
「キャップされた」非イオン性物質、長鎖アルキル多糖類、特にポリグリコシド及び／又
はオリゴ糖類の種類、並びに脂肪酸類をエステル化することによって誘導できる非イオン
性乳化剤類が挙げられる。
【００６１】
　他の好適な非イオン性乳化剤類は、式、Ｒ（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＢＯ）ｚＮ（Ｏ）（
ＣＨ２Ｒ’）２．ｑＨ２Ｏ（Ｉ）を有する半極性乳化剤類の群に属する。Ｒは、飽和又は
不飽和、直鎖又は分枝鎖とすることができ、炭素数８～２０、好ましくは１０～１６とす
ることができる比較的長鎖のヒドロカルビル部分であり、更に好ましくはＣ１２～Ｃ１６
一級アルキルである。Ｒ’は、好ましくは水素、メチル、及び－ＣＨ２ＯＨから選択され
る短鎖部分であり、ｘ、ｙ、ｚはそれぞれ０～１００である。ｘ＋ｙ＋ｚが０でない場合
、ＥＯはエチレンオキシ、ＰＯはプロピレンオキシ、ＢＯはブチレンオキシである。アミ
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ンオキシド界面活性剤類は、Ｃ１２～１４アルキルジメチルアミンオキシドで表される。
【００６２】
　好適な非イオン性乳化剤類の更に別の群は、アミン乳化剤類の群から選択され、好まし
くは、式、ＲＸ（ＣＨ２）ｘＮＲ２Ｒ３（式中、ＲはＣ６～Ｃ１２アルキルであり、Ｘは
ＮＨ、ＣＯＮＨ、ＣＯＯ、若しくはＯから選択される架橋基であるか、又はＸは存在しな
くてもよく、ｘは２～４であり、Ｒ２及びＲ３はそれぞれＨ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、又は
（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ（Ｒ４））（式中、Ｒ４はＨ又はメチルである）から独立に選択さ
れる）を有するアミン乳化剤である。この種の特に好ましい乳化剤類には、デシルアミン
、ドデシルアミン、Ｃ８～Ｃ１２ビス（ヒドロキシエチル）アミン、Ｃ８～Ｃ１２ビス（
ヒドロキシイソプロピル）アミン、Ｃ８～Ｃ１２アミドプロピルジメチルアミン、及びこ
れらの混合物からなる群から選択されるものが挙げられる。
【００６３】
　この乳化剤類の群には、式、ＲＣ（Ｏ）ＮＲ’２（式中、Ｒは炭素数１０～２０のアル
キル基であり、各Ｒ’は、好ましくは水素及びＣ１～Ｃ１アルキル及びヒドロキシアルキ
ルからなる群から選択される短鎖部分である）を有する脂肪酸アミド乳化剤類も挙げられ
る。Ｃ１０～Ｃ１８Ｎ－アルキルポリヒドロキシ脂肪酸アミド類もまた使用できる。典型
例には、Ｃ１２～Ｃ１８Ｎ－メチルグルカミド類が挙げられる。ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ
９２／０６１５４を参照されたい。糖から誘導される他の窒素含有非イオン性乳化剤類に
は、Ｎ－アルコキシポリヒドロキシ脂肪酸アミド類（Ｃ１０～Ｃ１８Ｎ－（３－メトキシ
プロピル）グルカミドなど）が挙げられる。
【００６４】
　陰イオン性乳化剤：本発明の構造系は、また、陰イオン性乳化剤も含まなければならな
い。この成分は、構造系の０．５重量％～１０重量％、好ましくは１重量％～５重量％、
更に好ましくは１．２５重量％～３重量％の範囲の濃度で存在する。本質的に、当該技術
分野で既知のどの陰イオン性乳化剤を使用してもよい。しかし、本発明の組成物類は、好
ましくは、少なくとも１種類のスルホン酸乳化剤（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸など
）を含むが、また、水溶性塩の形態を使用してもよい。
【００６５】
　本明細書で使用するのに好適なスルホネート又はスルホン酸の陰イオン性乳化剤類には
、Ｃ５～Ｃ２０、更に好ましくはＣ１０～Ｃ１６、更に好ましくはＣ１１～Ｃ１３アルキ
ルベンゼンスルホネート類、Ｃ５～Ｃ２０アルキルエステルスルホネート類、Ｃ６～Ｃ２
２一級又は二級アルカンスルホネート類、Ｃ５～Ｃ２０スルホン化ポリカルボン酸類、及
びこれらのいずれかの混合物の酸及び塩の形態が挙げられるが、好ましくはＣ１１～Ｃ１
３アルキルベンゼンスルホネート類が挙げられる。
【００６６】
　本発明の組成物に使用するのに好適なサルフェートの塩又は酸の陰イオン性乳化剤類に
は、炭素数９～２２、又は更に好ましくは炭素数１２～１８の直鎖又は分枝鎖アルキル又
はアルケニル部分を有する一級又は二級のアルキルサルフェート類が挙げられる。
【００６７】
　また、β分枝鎖アルキルスルフェート乳化剤類、又は市販の材料類の混合物も有用であ
り、（その乳化剤類、又は混合物の）重量平均分枝度は少なくとも５０％である。
【００６８】
　中鎖の分枝鎖アルキルサルフェート類又はスルホネート類も、本発明の組成物類に使用
するのに好適な陰イオン性乳化剤類である。Ｃ５～Ｃ２２、好ましくはＣ１０～Ｃ２０の
中鎖分枝鎖アルキル一級サルフェート類が好ましい。混合物を使用する時、アルキル部分
に好適な平均総炭素数は、好ましくは１４．５～約１７．５の範囲内である。好ましいモ
ノメチル分枝鎖一級アルキルサルフェート類は、３－メチル～１３－メチルペンタデカノ
ールサルフェート類、対応するヘキサデカノールサルフェート類、及びこれらの混合物か
らなる群から選択される。同様に、低分枝ジメチル誘導体又は他の生分解性アルキルサル
フェート類を使用することもできる。
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　本明細書で使用するのに好適な他の陰イオン性乳化剤類には、脂肪酸メチルエステルス
ルホネート類及び／又はアルキルエトキシサルフェート類（ＡＥＳ）及び／又はアルキル
ポリアルコキシル化カルボキシレート類（ＡＥＣ）が挙げられる。陰イオン性乳化剤類の
混合物（例えば、アルキルベンゼンスルホネート類とＡＥＳとの混合物）を使用すること
ができる。
【００７０】
　乳化剤界面活性剤類は、典型的には、アルカノールアミン類又はアルカリ金属類（ナト
リウム及びカリウムなど）との塩類の形態で存在する。好ましくは、陰イオン性乳化剤類
は、アルカノールアミン類（モノエタノールアミン又はトリエタノールアミンなど）で中
和され、構造系の液体相中に完全に溶解できる。
【００７１】
　Ｃ：陽イオン性捕捉剤　－　本組成物類は、添加される別の必須成分として陽イオン性
捕捉剤を含み、陽イオン性捕捉剤は、布地ケア組成物類の０．１重量％～５０重量％、更
に好ましくは０．１５重量％～２５重量％、最も好ましくは０．２重量％～５重量％の濃
度で存在する。陽イオン性捕捉剤と陰イオン性乳化剤との重量比は、好ましくは１００：
１～１：１、更に好ましくは１０：１～２：１、最も好ましくは７：１～２．５：１であ
る。
【００７２】
　本発明の組成物類に好適な陽イオン性捕捉剤類は、典型的には水溶性であり、少なくと
も１つの四級化された窒素と１つの長鎖ヒドロカルビル基とを有する。このような陽イオ
ン性捕捉剤類の例には、水溶性アルキルトリメチルアンモニウム塩類又はヒドロキシアル
キルで置換されたその類似体類、好ましくは、式Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋Ｘ－（式中、Ｒ１

はＣ８～Ｃ１６アルキルであり、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、それぞれ独立にＣ１～Ｃ４ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル、ベンジル、及び－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｘＨ（式中、
ｘの値は２～１５、好ましくは２～８、更に好ましくは２～５）であり、Ｘは陰イオンで
ある）を有する化合物が挙げられる。Ｒ２、Ｒ３又はＲ４のうちベンジルは１つ以下でな
ければならない。Ｒ１に好ましいアルキル鎖長は、Ｃ１２～Ｃ１５である。Ｒ２、Ｒ３、

及びＲ４に好ましい基はメチル及びヒドロキシエチルであり、陰イオンＸはハロゲン化物
イオン、メトサルフェートイオン、酢酸イオン、及びリン酸イオンから選択されてもよい
。
【００７３】
　好適な陽イオン性捕捉剤類の別の群は、少なくとも１つ、好ましくは２つ又は３つ、更
に好ましくは２つのカルボニル基を含む。
【００７４】
　（１）好ましい四級アンモニウム化合物類は、次式、
【化１３】

　又は、次式、
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【化１４】

　（式中、Ｑは次式を有するカルボニル単位であり、
【化１５】

【００７５】
　各Ｒ５は、独立に、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル、及び
これらの混合物、好ましくはメチル又はヒドロキシアルキルであり、各Ｒ６単位は、独立
に、直鎖又は分枝鎖のＣ１１～Ｃ２２アルキル、直鎖又は分枝鎖のＣ１１～Ｃ２２アルケ
ニル、及びこれらの混合物であり、Ｒ７は、水素、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ヒド
ロキシアルキル、及びこれらの混合物であり、Ｘは布地柔軟剤活性物質類及び補助剤成分
類と相容性のある陰イオンであり、指数ｍは、１～４、好ましくは２であり、指数ｎは、
１～４、好ましくは２である）を有する。
【００７６】
　好ましい陽イオン性捕捉剤の例は、次式、
【化１６】

　（式中、Ｒ５は好ましくはメチルであり、Ｒ６は少なくとも１１個の原子、好ましくは
少なくとも１５個の原子を含む直鎖又は分枝鎖のアルキル又はアルケニル鎖である）を有
する四級化されたアミン類の混合物である。前記の陽イオン性捕捉剤の例では、－Ｏ２Ｃ
Ｒ６単位は、典型的にはトリグリセリド供給源から誘導される脂肪酸アシル単位を表す。
トリグリセリド供給源は、好ましくは、タロー、部分水素添加タロー、ラード、部分水素
添加ラード、植物油類及び／又は部分硬化植物油類（キャノーラ油、ベニバナ油、ピーナ
ッツ油、ヒマワリ油、コーン油、大豆油、トール油、米糠油など、及びこれらの油の混合
物など）から誘導される。
【００７７】
　本発明の好ましい陽イオン性捕捉剤類は、次式、
【化１７】

　（式中、Ｒ５、Ｒ６Ｘ、及びｎは、式（１）及び（２）に関して前記に定義されるのと
同じであり、Ｑは次式を有する）を有するジエステル及び／又はジアミド四級アンモニウ
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ム（ＤＥＱＡ）化合物である。
【化１８】

【００７８】
　上記の対イオン、Ｘ（－）は、陽イオン性捕捉剤と相容性のあるいずれかの陰イオンと
することができるが、好ましくは強酸の陰イオン、例えば、塩化物イオン、臭化物イオン
、メチルサルフェートイオン、エチルサルフェートイオン、硫酸イオン、硝酸イオンなど
、更に好ましくは塩化物イオン又はメチルサルフェートイオンとすることができる。また
陰イオンは、あまり好ましくはないが２価の電荷を有することもでき、その場合、Ｘ（－

）は、基の半分を表す。
【００７９】
　タロー及びカノーラ油は、Ｒ６単位として本発明で使用するのに好適な脂肪酸アシル単
位の好都合で安価な供給源である。以下は、本発明の組成物類に使用するのに好適な四級
アンモニウム化合物類の非限定例である。以下、本明細書で使用する時、「タロイル（ta
llowyl）」の用語は、Ｒ６単位がタロートリグリセリド供給源から誘導され、脂肪酸アシ
ル単位の混合物であることを示す。同様に、カノリル（canolyl）の用語は、キャノーラ
油から誘導される脂肪酸アシル単位の混合物を指すのに使用する。

【表１】

【００８０】
　四級アンモニウム捕捉剤類の他の例には、メチルビス（タローアミドエチル）（２－ヒ
ドロキシエチル）アンモニウムメチルサルフェート及びメチルビス（水素添加タローアミ
ドエチル）（２－ヒドロキシエチル）アンモニウムメチルサルフェートがあり、これらは
ウィトコ・ケミカル社（Witco Chemical Company）からそれぞれバリソフト（Varisoft）
（登録商標）２２２及びバリソフト（Varisoft）（登録商標）１１０の商品名で入手可能
である。特に好ましいのは、Ｎ，Ｎ－ジ（カノリル－オキシ－エチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアンモニウムクロリド及びＮ，Ｎ－ジ（カノリル－オキシ－エチル）－Ｎ－メチル，Ｎ
－（２－ヒドロキシエチル）アンモニウムメチルサルフェートである。
【００８１】
　前述のように、Ｒ５単位は好ましくはメチルであるが、好適な陽イオン性捕捉剤類は、
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表Ｉの前記の例における「メチル」の用語を、エチル、エトキシ、プロピル、プロポキシ
、イソプロピル、ブチル、イソブチル、及びｔ－ブチルの単位に置換することによって表
わされる。
【００８２】
　表Ｉの例において、対イオンＸは、臭化物イオン、メチルサルフェートイオン、蟻酸イ
オン、硫酸イオン、硝酸イオン、及びこれらの混合物で好適に置換することができる。実
際、陰イオンＸは、単に、正電荷を有する四級アンモニウム化合物類の対イオンとして存
在するにすぎない。本発明の範囲は、いずれかの特定の陰イオンに限定されるものではな
い。
【００８３】
　本発明で使用するのに好ましい陽イオン性捕捉剤の１つは、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９
８／５２９０７に記載の、（部分）不飽和脂肪酸とトリエタノールアミンとの反応生成物
をジ－メチルサルフェートで四級化して誘導された化合物である。
【００８４】
　本明細書のＤＥＱＡ陽イオン性捕捉剤の調製に使用できる分枝鎖脂肪酸類及びそれらの
合成の例は、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９７／３４９７２に記載されている。本明細書に前
述されているＤＥＱＡ陽イオン性捕捉剤類及びその合成は、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９７
／０３１６９に記載されている。
【００８５】
　本明細書に記載され、本明細書の組成物の調製に使用でき、望ましい不飽和度を有する
他のＤＥＱＡ陽イオン性捕捉剤類、及びそれらの合成は、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９８／
０３６１９に記載されており、良好な凍結／解凍回復性を有する。
【００８６】
　また、構造式（１）及び（２）の活性物質類の混合物を使用してもよい。
【００８７】
　（２）本明細書で使用するのに好適な他の四級アンモニウム陽イオン性捕捉剤は、２つ
以上の長鎖非環式脂肪族Ｃ８～Ｃ２２炭化水素基、又は、前記基の１つとアリールアルキ
ル基とを有する陽イオン性含窒素塩類であり、これらは単独で、又は混合物の一部として
使用でき、次式、
【化１９】

　（式中、Ｒ８は、非環式脂肪族Ｃ８～Ｃ２２炭化水素基、Ｒ１０はＣ１～Ｃ４飽和アル
キル又はヒドロキシアルキル基であり、Ｒ９は、Ｒ８基及びＲ１０基からなる群から選択
され、Ｘ－は前記に定義される陰イオンである）を有するように選択される。
【００８８】
　前記の部類の陽イオン性含窒素塩類の例は、ジタロージメチルアンモニウムクロリド、
ジタロージメチルアンモニウムメチルサルフェート、ジ（水素添加タロー）ジメチルアン
モニウムクロリド、ジステアリルジメチルアンモニウムクロリド、ジベヘニルジメチルア
ンモニウムクロリドのような、周知のジアルキルジメチルアンモニウム塩類である。ジ（
水素添加タロー）ジメチルアンモニウムクロリド及びジタロージメチルアンモニウムクロ
リドが好ましい。本発明に使用可能な市販のジアルキルジメチルアンモニウム塩類の例に
は、ジ（水素添加タロー）ジメチルアンモニウムクロリド（商品名アドゲン（Adogen）（
登録商標）４４２）、ジタロージメチルアンモニウムクロリド（商品名アドゲン（Adogen
）（登録商標）４７０、プラエパゲン（Praepagen）（登録商標）３４４５）、ジステア
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リルジメチルアンモニウムクロリド（商品名アロサーフ（Arosurf）（登録商標）ＴＡ－
１００）があり、これらは全てウィトコ・ケミカル社（Witco Chemical Company）から入
手可能である。ジベヘニルジメチルアンモニウムクロリドは、ウィトコ・ケミカル社（Wi
tco Chemical Corporation）のヒュンコ・ケミカル部門（Humko Chemical Division）に
よりケマミン（Kemamine）Ｑ－２８０２Ｃの商品名で販売されている。ジメチルステアリ
ルベンジルアンモニウムクロリドは、ウィトコ・ケミカル社（Witco Chemical Corporati
on）によりバリソフト（Varisoft）（登録商標）ＳＤＣの商品名で、またオニックス・ケ
ミカル社（Onyx Chemical Company）によりアンモニックス（Ammonyx）（登録商標）４９
０の商品名で販売されている。
【００８９】
　前記材料の混合物は、どのような割合でも使用できる。
【００９０】
　他の好適な陽イオン性捕捉剤類は、好ましくは、一般式、Ｒ１Ｒ２Ｎ＋（ＡｐＲ３）（
ＡｑＲ４）Ｘ－（式中、Ｒ１は、炭素数８～１８、好ましくは炭素数１０～１６、最も好
ましくは炭素数１０～１４のアルキル又はアルケニル部分であり、Ｒ２は、炭素数１～３
のアルキル基、好ましくはメチルであり、Ｒ３及びＲ４は、独立に様々であることができ
、水素（好ましい）、メチル及びエチルから選択され、Ｘ－は、電気的中性を提供するの
に十分な陰イオン（塩化物イオン、臭化物イオン、メチルサルフェートイオン、又は硫酸
イオンなど）である）を有する陽イオン性ビス－アルコキシル化アミン類である。Ａ及び
Ａ’は独立に様々であることができ、それぞれＣ１～Ｃ４アルコキシ、とりわけエトキシ
（すなわち、－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－）、プロポキシ、ブトキシ及びそれらの混合物から選択
され、ｐは１～約３０、好ましくは１～約４であり、ｑは１～約３０、好ましくは１～約
４、最も好ましくはｐとｑが両方とも１である。
【００９１】
　最も好ましい陽イオン性捕捉剤類は、不飽和ジパルメチルヒドロキシエチルアンモニウ
ムメトサルフェート、ビス（ステロイルオキシエチル）アンモニウムクロリド、ジメチル
ヒドロキシエチルラウリルアンモニウムクロリド、及びヘキサデシルトリメチルアンモニ
ウムクロリドである。
【００９２】
　Ｄ：液体キャリア　－　本発明の組成物類は、添加される成分として、液体キャリアを
更に含む。また、本発明のプレミックス、例えば、布地ケアプレミックス、構造系プレミ
ックス、及び／又は他の全ての成分の混合物を調製する時、液体キャリアが存在してもよ
い。好適な液体キャリアは、水、１種類以上の有機溶媒類、及びこれらの混合物からなる
群から選択される。好ましい有機溶媒類には、１価アルコール類、２価アルコール類、多
価アルコール類、グリセロール、グリコール類、ポリアルキレングリコール類（ポリエチ
レングリコーなど）、及びこれらの混合物が挙げられる。溶媒類の混合物、とりわけ低級
脂肪族アルコール類（エタノール、プロパノ－ル、ブタノ－ル、イソプロパノールなど）
及び／又はジオール類（１，２－プロパンジオール、又は１，３－プロパンジオールなど
）の混合物、又はこれらとグリセロールとの混合物が非常に好ましい。好適なアルコール
類には、とりわけ、Ｃ１～Ｃ４アルコールが挙げられる。１，２－プロパンジオール、又
はエタノール、及びこれらの混合物が好ましい。液体キャリアは、典型的には、組成物の
０．１重量％～約９８重量％、好ましくは少なくとも１０重量％～９５重量％、更に好ま
しくは２５重量％～７５重量％の範囲の濃度で存在する。
【００９３】
　（任意成分）
　Ａ：他の界面活性剤類　－　本布地ケア組成物類は、所望により、非イオン性界面活性
剤類、双極性界面活性剤類、及び両性界面活性剤類及びこれらの混合物からなる群から選
択される少なくとも１種類の追加の界面活性剤を含んでもよい。
【００９４】
　（ｉ）非イオン性界面活性剤類　－　所望により、しかし非常に好ましくは、本発明の
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組成物類は、少なくとも１種類の非イオン性界面活性剤を含む。非イオン性界面活性剤は
、存在する場合、典型的には、組成物の５．０重量％～９０重量％、好ましくは７．０重
量％～５０重量％、更に好ましくは１０重量％～２０重量％の範囲の濃度で存在する。本
質的に、「非イオン性乳化剤類」の名称で前記に開示されるどのような非イオン性界面活
性剤も概ね使用することができる。
【００９５】
　（ｉｉ）双極性界面活性剤類　－　アミンオキシド界面活性剤類－所望により、しかし
非常に好ましくは、本発明の組成物類は、少なくとも１種類の双極性界面活性剤を含む。
双極性界面活性剤は、存在する場合、典型的には、組成物の１．０重量％～５０重量％、
好ましくは１．５重量％～２０重量％、更に好ましくは２．０重量％～７．０重量％の範
囲の濃度で存在する。これらの界面活性剤類は、式、Ｒ（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＢＯ）ｚ

Ｎ（Ｏ）（ＣＨ２Ｒ’）２．ｑＨ２Ｏ（Ｉ）を有する。Ｒは、飽和又は不飽和、直鎖又は
分枝鎖とすることができ、炭素数８～２０、好ましくは炭素数１０～１６とすることがで
きる比較的長鎖のヒドロカルビル部分であり、更に好ましくはＣ１２～Ｃ１６一級アルキ
ルである。Ｒ’は、好ましくは水素、メチル及び－ＣＨ２ＯＨから選択される短鎖部分で
ある。ｘ＋ｙ＋ｚが０でない場合、ＥＯはエチレンオキシ、ＰＯはプロピレンオキシ、Ｂ
Ｏはブチレンオキシである。アミンオキシド界面活性剤類は、Ｃ１２～１４アルキルジメ
チルアミンオキシドで表される。
【００９６】
　（ｉｉｉ）両性界面活性剤類－アミン及びアミド官能性洗浄性界面活性剤類　－　所望
により、しかし非常に好ましくは、本発明の組成物類は、少なくとも１種類の両性界面活
性剤を含む。両性界面活性剤は、存在する場合、典型的には、組成物の１．０重量％～５
０重量％、好ましくは１．５重量％～２０重量％、更に好ましくは２．０重量％～７．０
重量％の範囲の濃度で存在する。これら界面活性剤類の好ましい群は、アミン界面活性剤
類、好ましくは、式、ＲＸ（ＣＨ２）ｘＮＲ２Ｒ３（式中、ＲはＣ６～Ｃ１２アルキルで
あり；ＸはＮＨ、ＣＯＮＨ、ＣＯＯ、若しくはＯから選択される架橋基であるか、又はＸ
は存在しなくてもよく；ｘは２～４であり；Ｒ２及びＲ３はそれぞれＨ、Ｃ１～Ｃ４アル
キル、又は（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ（Ｒ４））（式中、Ｒ４はＨ又はメチルである）から独
立に選択される）を有するアミン界面活性剤である。この種の特に好ましい界面活性剤類
には、デシルアミン、ドデシルアミン、Ｃ８～Ｃ１２ビス（ヒドロキシエチル）アミン、
Ｃ８～Ｃ１２ビス（ヒドロキシプロピル）アミン、Ｃ８～Ｃ１２アミドプロピルジメチル
アミン、及びこれらの混合物からなる群から選択されるものが挙げられる。
【００９７】
　この界面活性剤類の群には、式ＲＣ（Ｏ）ＮＲ’２（式中、Ｒは炭素数１０～２０のア
ルキル基であり、各Ｒ’は、好ましくは水素、並びにＣ１～Ｃ４のアルキル及びヒドロキ
シアルキルからなる群から選択される短鎖部分である）を有する脂肪酸アミド界面活性剤
類も挙げられる。Ｃ１０～Ｃ１８Ｎ－アルキルポリヒドロキシ脂肪酸アミド類もまた使用
できる。典型例には、Ｃ１２～Ｃ１８Ｎ－メチルグルカミド類が挙げられる。ＰＣＴ国際
公開特許ＷＯ９２／０６１５４を参照されたい。糖から誘導される他の窒素含有非イオン
性界面活性剤類には、Ｎ－アルコキシポリヒドロキシ脂肪酸アミド類（Ｃ１０～Ｃ１８の
Ｎ－（３－メトキシプロピル）グルカミドなど）が挙げられる。
【００９８】
　Ｂ：ビルダー　－　所望により、しかし非常に好ましくは、本発明の組成物類は、少な
くとも１種類のビルダーを含む。ビルダーは、存在する場合、典型的には、組成物の１．
０重量％～５０重量％、好ましくは２．０重量％～３０重量％、更に好ましくは３．０重
量％～１０重量％の範囲の濃度で存在する。
【００９９】
　概ね、既知のどのようなビルダーも本明細書で有用であり、それには、無機物の種類（
ゼオライト類、層状シリケート類、アルカリ金属ポリホスフェート類などのホスフェート
類など）、及び、有機物の種類（とりわけシトレート、２，２－オキシジスクシネート、
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カルボキシメチルオキシスクシネート、及びニトリロトリアセテートなどのアルカリ金属
塩を含む）が挙げられる。比較的低分子量（例えば、約１，０００未満）を有し、ホスフ
ェート非含有で水溶性の有機ビルダー類が、本明細書で使用するのに非常に好ましい。他
の好適なビルダー類には、炭酸ナトリウム、及び様々なＳｉＯ２：Ｎａ２Ｏ含有量比、例
えば、１：１～３：１（典型的には、２：１）の比を有するケイ酸ナトリウム類が挙げら
れる。
【０１００】
　Ｃ：酵素類　－　本発明の組成物は、所望により１種類以上の酵素類を含む。酵素は、
存在する場合、典型的には、活性物質が組成物の０．０００１重量％～５重量％、好まし
くは少なくとも０．０００２重量％～１．５重量％、更に好ましくは約０．０００５重量
％～０．１重量％の範囲の濃度で存在する。酵素類が存在する時、それらは、本発明の特
定の実施形態では、非常に低濃度（例えば、０．００１％以下）で使用できるか、又はそ
れらは本発明による更に強力型の洗濯洗剤配合物に高濃度（例えば、約０．０２％以上）
で使用できる。
【０１０１】
　本明細書に用いるのに好適な酵素類には、プロテアーゼ、アミラーゼ、セルラーゼ、マ
ンナナーゼ（mannanase）、エンドグルカナーゼ、リパーゼ、及びこれらの混合物が挙げ
られる。酵素は、当該技術分野で教示される濃度、例えば、ノボ（Novo）及びジェネカ（
Genencor）などの供給元によって推奨される濃度で使用できる。「非生物学的」洗剤類を
好む消費者もいるため、本発明には酵素含有実施形態と、酵素を含まない実施形態の両方
が含まれる。
【０１０２】
　Ｄ：抑泡系　－　本発明の組成物類は、所望により、抑泡系を含む。抑泡系は、存在す
る場合、典型的には組成物の１０％未満、好ましくは０．００１重量％～１０重量％、好
ましくは０．０１重量％～８重量％、最も好ましくは０．０５重量％～５重量％の濃度で
存在する。
【０１０３】
　本明細書で使用するのに好適な抑泡系は、本質的に、既知のいずれかの消泡化合物又は
混合物を含んでもよい。好適な抑泡剤類には、高結晶性ワックス類及び／又は水素添加脂
肪酸類などの低溶解度成分、又は更に高性能に配合された抑泡剤の組み合わせ（例えば、
ダウ・コーニング（Dow Corning）などの会社から市販されているものなど）を挙げるこ
とができる。更に溶解性の高い消泡剤類には、例えば、低級２－アルキルアルカノール類
（２－メチル－ブタノールなど）が挙げられる。
【０１０４】
　Ｅ：カップリング剤　－　本発明の組成物類は、所望により、カップリング剤を含む。
カップリング剤は、存在する場合、典型的には組成物の０．１重量％～２０重量％、更に
典型的には０．５重量％～５重量％の濃度で存在する。
【０１０５】
　本明細書で使用するのに好適なカップリング剤類には、顕著な界面活性特性を有するも
の以外、又は慣用的な溶媒類（低級アルカノールアミン類など）以外の脂肪族アミン類が
挙げられる。これらのカップリング剤類の例には、ヘキシルアミン、オクチルアミン、ノ
ニルアミン、及びこれらのＣ１～Ｃ３二級及び三級類似体が挙げられる。
【０１０６】
　特に有用な種類のカップリング剤類の群は、少なくとも５個、好ましくは６個の脂肪族
炭素原子によって互いに分離されている２つの極性基からなる分子からなる群から選択さ
れ、この群の好ましい化合物類は窒素を含有せず、これらには１，４シクロヘキサンジメ
タノール（ＣＨＤＭ）、１，６ヘキサンジオール、１，７ヘプタンジオール、及びこれら
の混合物が挙げられる。１，４－シクロヘキサンジメタノールは、そのシス配置、そのト
ランス配置、又はその両方の配置の混合のいずれかで存在してもよい。
【０１０７】
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　Ｆ：布地持続性香料　－　本発明の組成物類は、所望により、布地類に新鮮な印象を付
与する心地よい匂いの形態の「香りのシグナル」を提供する１種類以上の布地持続性香料
を含む。布地持続性香料類は、存在する場合、組成物の０．０００１重量％～１０重量％
の範囲の濃度で存在する。
【０１０８】
　布地持続性香料成分は、その沸点（Ｂ．Ｐ．）で特徴付けられる。布地持続性香料成分
は、１０１ｋＰａ（７６０ｍｍＨｇ）の通常の標準圧力で測定した場合、２４０℃以上、
好ましくは２５０℃以上の沸点を有する。好ましくは布地持続性香料成分のＣｌｏｇＰは
、３より大きく、更に好ましくは３～６である。
【０１０９】
　本発明に使用される好ましい組成物類は、少なくとも２つ、好ましくは少なくとも３つ
、更に好ましくは少なくとも４つ、更により好ましくは少なくとも５つ、更により好まし
くは少なくとも６つ、更により好ましくは少なくとも７つの異なる布地持続性香料成分を
含有する。天然の供給源から誘導される最も一般的な香料成分は、複数の成分から構成さ
れる。このような各材料が本発明の好ましい香料組成物類の配合に使用される場合、本発
明の定義では、このような各材料は単一の成分として数えられる。
【０１１０】
　本発明の組成物類に使用するのに好適な布地持続性香料類の非限定例は、ＰＣＴ国際公
開特許ＷＯ０２／１８５２８に開示されている。
【０１１１】
　Ｇ：キレート剤　－　本発明の組成物類は、所望により、１種類以上のキレート剤類を
含んでもよい。キレート剤類は、存在する場合、典型的には５％未満の濃度で、更に典型
的には０．０１％～３％の濃度で存在する。
【０１１２】
　本明細書で使用するのに好適なキレート剤類には、窒素を含有し、リンを含有しないア
ミノカルボキシレート類（ＥＤＤＳ、ＥＤＴＡ、及びＤＴＰＡなど）、アミノホスホネー
ト類（ジエチレントリアミンペンタメチレンホスホン酸及びエチレンジアミンテトラメチ
レンホスホン酸など）、窒素非含有ホスホネート類（例えば、ＨＥＤＰ）、及び、窒素又
は酸素を含有し、リンもカルボキシレートも含有しないキレート剤類（漂白触媒系への使
用が知られているものなどの特定の大環状Ｎ－配位子の全部類の化合物類）が挙げられる
。
【０１１３】
　Ｈ：補助剤類の混合物　－　上記成分の混合物は、どのような割合でも製造できる。
【０１１４】
　Ｉ：他の補助剤類　－　他の好適なクリーニング補助材料類の例には、アルコキシル化
安息香酸類又はその塩類（トリメトキシ安息香酸又はその塩（ＴＭＢＡ）など）、慣用的
な（布地持続性でない）香料類及び香料前駆体類、漂白剤類、漂白活性化剤類、漂白触媒
類、酵素安定系（例えば、ホウ酸及び／又は塩化カルシウム）、蛍光増白剤類又は蛍光剤
類、汚れ放出ポリマー類、分散剤類又は高分子有機ビルダー類（水溶性ポリアクリレート
類、及びアクリレート／マレエートコポリマー類などを含む）、染料類、着色剤類、充填
剤塩類（硫酸ナトリウムなど）、ヒドロトロープ剤類（トルエンスルホネート類、クメン
スルホネート類及びナフタレンスルホネート類など）、光活性化剤類、加水分解性界面活
性剤類、防腐剤、酸化防止剤類、抗収縮剤類、抗皺剤類、殺菌剤類、殺真菌剤類、カラー
スペックル類（color speckles）、着色されたビード類、球体類又は押出物類、日焼け止
め剤類、フッ素化化合物類、粘土類、パール化剤類、発光剤類又は化学発光剤類、腐食防
止剤類及び／又は器具保護剤類、アルカリ度供給源類又はその他のｐＨ調整剤類、可溶化
剤類、キャリア類、加工助剤類、顔料類、フリーラジカル捕捉剤類、及びｐＨ調節剤類が
挙げられる。好適な材料には、米国特許第５，７０５，４６４号、同第５，７１０，１１
５号、同第５，６９８，５０４号、同第５，６９５，６７９号、同第５，６８６，０１４
号、及び同第５，６４６，１０１号並びにＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０２／４０６２７に記
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載されているものが挙げられる。
【０１１５】
　（布地処理組成物類を調製する方法）
　本発明の液体布地処理組成物類は、いずれかの好適な方式で調製することができ、概ね
、添加される特定の成分をいずれかの順番で混合又は添加することが必要となり得る。し
かし、このような調製を達成するため、一定の好ましい方法が存在することが分かった。
【０１１６】
　第１の工程では、陽イオン性布地ケア成分と液体キャリアとを含むプレミックスの調製
が必要である。所望により、この時点でプレミックスに陽イオン性捕捉剤を添加すること
が望ましい場合がある。第２の工程では、構造系を含む第２のプレミックスの調製が必要
である。この構造系は、構造剤、非イオン性乳化剤、及び陰イオン性乳化剤、及び所望に
より液体キャリアを含む。第３の工程では、所望により液体キャリアの存在下で、全ての
任意成分を含む混合物の調製が必要である。この混合物に陽イオン性捕捉剤を添加するこ
とが望ましい場合がある。最後の工程では、前述の全てのプレミックスと混合物を合わせ
ることが必要である。
【０１１７】
　本発明の布地処理組成物を調製する方法では、陽イオン性捕捉剤が布地ケアプレミック
スに、又は他の成分混合物に、又はこれらの組み合わせに添加される。
【０１１８】
　本発明の構造化された布地処理組成物を調製するこの方法は、好ましくは、慣用的な高
剪断混合手段を使用することによって補助される。これによって、成分が確実に最終組成
物全体に適切に分散される。
【０１１９】
　本明細書の布地ケア組成物類は、添加される成分に関して記載される。組成物類が調製
され、全成分が合わせられると、このような成分は、勿論、反応するか又はさもなければ
形態変化してもよい。
【０１２０】
　（組成物類の形態及び種類）
　本発明の構造化された液体布地処理組成物は、液体類（水性又は非水性）、ペースト類
、及びゲル類などのどのような形態であってもよい。カプセル化された、及び／又は単位
化された１回用量の組成物類は、２つ以上に分離しているが組合されて分配できる部分を
形成する組成物類として含まれる。また、液体組成物類は、「濃縮された」又は希釈され
た形態とすることもできる。本発明の更に好ましい液体布地処理組成物類には、強力型液
体布地処理組成物類、及び、「標準的な」上等ではない布地類だけでなくシルク及びウー
ルを含む上等な布地類を洗浄するための液体洗濯洗剤類が含まれる。提供される組成物と
水とを広範囲にわたる割合で混合することによって形成される組成物類も含まれる。本発
明の構造化された液体布地処理組成物が非水性液体布地処理組成物の形態である場合、組
成物は水溶性皮膜（例えば、ポリビニルアルコール含有皮膜）に好適に組み込まれる。
【０１２１】
　本発明の構造化された液体布地処理組成物は、また、布地ケア効果を送達するため、リ
ンス剤が添加された組成物の形態で、すなわち、リンス剤が添加された布地柔軟化組成物
の形態で、又はリンス剤が添加された布地仕上げ組成物の形態で、又はリンス剤が添加さ
れた皺低減組成物の形態で存在してもよい。
【０１２２】
　本発明の液体布地処理組成物類は、スプレー組成物類の形態であってもよく、好ましく
は好適なスプレーディスペンサー内に収容されてもよい。本発明は、また、単一相組成物
類、並びに、二相組成物類又は多相組成物類などの広範囲の種類の製品類を含む。本発明
の液体布地処理組成物類は、単一区画、二区画、又は多区画のボトルに組み込まれ、貯蔵
されてもよい。
【０１２３】
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　（布地類処理方法及び形態と関連する本発明の組成物類の使用法）
　基材を本発明の構造化された液体布地処理組成物と接触させる工程を含む基材の処理方
法は、本発明に組み込まれる。本明細書で使用する時、「構造化された液体布地処理組成
物類」には、布地ケア添加組成物類を含む手洗い用、洗濯機用及びその他の目的の布地処
理組成物及び液体洗濯洗剤組成物、並びに染みの付いた布地類の浸漬及び／又は前処理に
使用するのに好適な組成物類が挙げられる。
【０１２４】
　液体布地ケア製品（例えば、布地柔軟化製品）として使用される場合、組成物類を使用
して布地処理組成物類を５００ｐｐｍ～５，０００ｐｐｍ含有する水性布地処理浴を作る
ことができる。液体洗濯洗剤製品として使用される場合、組成物類を使用して液体洗濯洗
剤組成物類を５，０００ｐｐｍ～２０，０００ｐｐｍ含有する水性洗浄液を作ることがで
きる。
【０１２５】
　構造化された液体布地処理組成物内に前述の成分を組み合わせると、優れた布地ケア効
果が提供され、特定の実施形態によれば、それには、優れた衣類外観；卓越した触感特性
、優れた布地手触り；布地の柔軟性；衣類の折り皺又は皺の低減、除去、又は防止；変色
防止（color care）；アイロンかけが非常に容易になること；衣類形状保持及び／又は形
状回復；及び布地の弾性：の１つ以上によって例示されるような優れた布地ケア又は衣類
ケアの１つ以上の態様が挙げられる。更に本発明は、正確な実施形態によっては、提供さ
れる家庭用洗濯組成物類の優れた配合融通性及び／又は配合安定性を含むその他の利点を
有する。
【実施例】
【０１２６】
　以下の非限定例は、本発明を例証するものである。別途明記しない場合、百分率は重量
によるものである。
【０１２７】
　実施例（１）：本発明の方法により調製される構造化された強力型液体洗剤組成物。
【０１２８】
　最終布地処理組成物類は、３種類の別個のプレミックス、すなわち、布地クリーニング
プレミックス（Ａ１）８１ｇ、構造系プレミックス（Ｂ１）１４ｇ、及び布地ケアプレミ
ックス（Ｃ１）５ｇを以下に記載されるように合わせることによって配合される。第２の
布地処理組成物は、布地クリーニングプレミックス（Ａ２）８１ｇ、構造プレミックスＢ
２を１４ｇ、及び布地ケアプレミックスＣ２を５ｇ合わせることによって得られる。
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【表２】

【表３】

【表４】

【０１２９】
　（１）ネオドール（Neodol）４５－７：平均７当量モルのエチレンオキシドでエトキシ
ル化されたＣ１４、及びＣ１５アルコール、（ネオドール（Neodol）（登録商標）４５－
ＡＥ７）、シェル（Shell）製。
【０１３０】
　（２）構造式２ａ中の陽イオン性シリコーン構造：（ｉ）Ｒ１、Ｒ３＝ＣＨ３、Ｒ２＝
－Ｏ－（ＣＨ２）３、Ｘ＝ＣＨ２ＣＨＯＨＣＨ２、ａ＝２、ｂ＝０、ｃ＝１５０、ｄ＝０
；陽イオン性２価部分：ｉｉ（ａ）Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７は全てＣＨ３、及びＺ１は（
ＣＨ２）６である。Ａ＝アセテート５０重量％、ラウレート５０重量％、ｍ＝２；ポリア
ルキレンオキシド部分（ｉｉｉ）は、ＮＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）３８

（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＮＨ２；陽イオン性１価部分ｉｖ（ｉ）はＲ１２

、Ｒ１３及びＲ１４が全てメチルである。陽イオン性シリコーンは、エタノール中に７２
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．１重量％溶液として存在する。
【０１３１】
　（３）ネオドール（Neodol）２５－３：平均３当量モルのエチレンオキシドでエトキシ
ル化されたＣ１２、及びＣ１５アルコール、（ネオドール（Neodol）（登録商標）２５－
ＡＥ３）、シェル（Shell）製。
【０１３２】
　実施例（２）：本発明の方法により調製され、リンス剤が添加されている構造化された
柔軟剤組成物。
【０１３３】
　リンス剤が添加された最終布地処理組成物類は、２種類の別個のプレミックス、すなわ
ち、下記の構造プレミックスＤ１を２５ｇと布地ケアプレミックスＥ１を１２ｇ；下記の
構造プレミックスＤ２を２５ｇと布地ケアプレミックスＥ２を１２ｇ；下記の構造プレミ
ックスＤ３を２５ｇと布地ケアプレミックスＥ３を１２ｇ、合わせることによって配合さ
れる。

【表５】

【表６】

【０１３４】
　実施例１及び実施例２に前述されるような本発明の構造プレミックスの好ましい調製方
法がある。好ましいプレミックス調製方法は、次の工程を含む。
【０１３５】
　（１）水、好ましくは脱塩水に陰イオン性乳化剤を溶解させる工程；
　（２）非イオン性乳化剤を添加する工程、
　（３）所望により、しかし好ましくは、混合物を加熱する、好ましくは構造剤の融点よ
り高温に加熱する工程、
　（４）構造剤を添加する工程、
　（５）混合物を、好ましくは約１時間、好ましくは攪拌することによって、更に好まし
くは１時間未満、好ましくは３０分未満高剪断混合条件下で混合することによって乳化さ
せる工程、
　（６）所望により、しかし好ましくは、好ましくは構造剤の融点より低温に、更に好ま
しくは１５℃～９０℃、更により好ましくは２０℃～７０℃、最も好ましくは３０℃～５
０℃に、好ましくは少なくとも１℃／ｍｉｎ、更に好ましくは少なくとも１．５℃／ｍｉ
ｎ、更により好ましくは少なくとも２．０℃／ｍｉｎ、最も好ましくは２．５℃／ｍｉｎ
を越えない一定の冷却速度でエマルションを冷却する工程。
【０１３６】
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　次の非限定例は、本発明のプレミックス調製方法を例証するものであって、限定するも
のではない。
【０１３７】
　実施例（３）：構造プレミックス類の調製
　Ｃ１３～Ｃ１５アルキルベンゼンスルホン酸２．０ｇを脱塩水５３．５ｇ中に攪拌しな
がら入れる。Ｃ１２～Ｃ１４アミンオキシド４０ｇを添加する。次いで、混合物を９０℃
～９５℃に加熱する。
【０１３８】
　硬化ヒマシ油４．５ｇを添加する。次いで、約１時間混合することによって、又は約１
５分間高剪断混合することによって混合物を乳化させる。その工程で観察される粒度分布
は、典型的には、（レーゼンテック（Lasentec）測定で）１０μｍ～１５μｍである。
【０１３９】
　次いで、エマルションを熱交換器で１．５℃／ｍｉｎの冷却速度で６５℃の温度まで冷
却する。
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